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︻
凡
例
︼

・
底
本
︵
○底
︶
に
は
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
順
藝
本
︵
八
～
九
世
紀
ご
ろ
に
書
写
さ

れ
た
高
山
寺
旧
蔵
本
の
敷
写
本
︶
を
用
い
た

・
校
本
に
は
下
記
の
二
種
を
用
い
た

○元
：
元
禄
一
一
︵
一
六
九
八
︶
年
刊
︑
義
山
校
本
︵
佛
教
大
学
図
書
館

蔵
︶

○宝
：
宝
永
元
︵
一
七
〇
四
︶
年
刊
︑
道
章
校
本
︵
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
︶

・
底
本
で
は
読
め
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
限
っ
て
校
本
を
用
い
︑
そ
の
校
記
を

頭
註
に
示
し
た

・
異
体
字
は
す
べ
て
正
字
に
改
め
た

・
本
文
と
校
記
は
原
則
と
し
て
旧
字
体
と
し
︑
現
代
語
訳
と
訳
註
は
新
字
体
と
し

た
・
そ
の
他
︑
�
安
楽
集
�
の
校
訂
に
関
し
て
は
�
大
正
新
脩
大
蔵
経
�
四
七
巻
︑

お
よ
び
�
浄
土
真
宗
聖
典
︵
七
祖
篇
︶
�︵
浄
土
真
宗
聖
典
編
纂
委
員
会
編
︑
一

九
九
二
年
︶
を
︑
ま
た
書
誌
に
関
し
て
は
�
浄
土
教
典
籍
目
録
�
︵
佛
教
大
学

総
合
研
究
所
編
︑
二
〇
一
一
年
︶
を
参
照
さ
れ
た
い

・
�
安
楽
集
�
本
文
中
の
経
典
引
用
に
関
し
て
は
︑
内
藤
知
康
�
安
楽
集
講
読
�

︵
永
田
文
昌
堂
︑
一
九
九
九
年
︶
︑
及
び
杉
山
裕
俊
�
�
安
楽
集
�
の
研
究
�

︵
大
正
大
学
へ
の
学
位
請
求
論
文
︑
二
〇
一
四
年
︶
を
参
照
し
た
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第
三
大
門
中
有
四
番
料
簡
︒
第
一
辯
難
行
道
易
行
道
︒
第
二

明
時
劫
大
小
不
同
︒
第
三
明
從
無
始
世
劫
已
來
︑
處
此
三
界

五
道
︑
乘
善
惡
二
業
︑
受
苦
樂
兩
報
︑
輪
迴
無
窮
受
生
無
數
︒

第
四
將
聖
教
證
成
勸
後
代
︑
生
信
求
往
︒

第
三
章
の
な
か
を
四
節
に
分
類
す
る
︒
第
一
節
で
は
難
行
道
と
易
行
道
に
つ

い
て
述
べ
る
︒
第
二
節
で
は
時
間
の
単
位
と
し
て
の
劫
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
︒
第
三
節
で
は
は
る
か
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
︑

三
界
・
五
道
に
お
い
て
善
業
と
悪
業
の
報
い
と
し
て
楽
や
苦
を
受
け
︑
果
て

し
な
く
輪
廻
を
繰
り
返
し
︑
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
生
を
受
け
て
き
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
︒
第
四
節
で
は
聖
教
に
よ
っ
て
証
明
し
て
︑
後
代
︹
の

人
々
︺
に
信
心
を
お
こ
し
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
勧
め
る
︒

第
一
辯
難
行
道
易
行
道
者
︑
於
中
有
二
︒
一
出
二
種
道
︑
二

問
答
解
釋
︒

第
一
節
に
難
行
道
と
易
行
道
を
述
べ
る
な
か
に
二
つ
あ
る
︒
一
つ
に
は
二
種

の
道
を
示
し
︑
二
つ
に
は
問
答
を
通
し
て
解
釈
す
る
︒

①
○底

欠
損
○元

○宝

�
求
	

餘
既
自
居
火
界
︑
實
想
懷
怖
︒
仰
惟
大
聖
三
車
招
慰
︑
且
羊

鹿
之
運
︑
權
息
未
達
︒
佛
訶
耶
執
障
上
求
①
菩
提
︑
縱
後
迴

向
︑
仍
名
迂
迴
︒
若
徑
攀
大
車
︑
亦
是
一
塗
︒
只
恐
現
居
退

位
︑
嶮
徑
遙
長
︑
自
德
未
立
︑
難
可
昇
進
︒

私
︵
道
綽
︶
は
す
で
に
自
ら
迷
い
の
境
界
に
い
て
︑
実
に
怖
れ
を
抱
い
て
い

る
︒︹
な
ぜ
な
ら
︺
釈
尊
が
三
車
︵
羊
・
鹿
・
牛
︶
に
よ
っ
て
三
乗
︵
声

聞
・
縁
覚
・
菩
薩
︶
を
お
説
き
に
な
ら
れ
慰
め
励
ま
さ
れ
た
が(1

)

︑
羊
鹿
︵
声

聞
・
縁
覚
︶
の
教
え
で
は
仮
の
休
息
で
あ
り
︑
い
ま
だ
悟
り
に
は
到
達
し
て

お
ら
ず
︑
仏
は
声
聞
縁
覚
の
教
え
は
上
求
菩
提
の
障
り
と
な
り
︑
た
と
え
後

に
菩
薩
道
に
転
向
し
た
と
し
て
も
遠
回
り
で
あ
る
と
た
し
な
め
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
︒
た
だ
ち
に
大
白
牛
車
︵
仏
乗
︶
を
拠
り
所
と
す
る
教
え
も
あ
る
が
︑

た
だ
怖
れ
て
い
る
の
は
︑
今
は
不
退
転
に
は
達
し
て
お
ら
ず
修
行
の
道
が
険

し
く
は
る
か
に
長
く
︑
自
ら
の
徳
は
い
ま
だ
積
め
ず
︑
悟
る
こ
と
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

是
故
龍
樹
菩
薩
云
︒
求
阿
毘
跋
致
有
二
種
道
︒
一
者
難
行
道
︑

二
者
易
行
道
︒
言
難
行
道
者
︑
謂
在
五
濁
之
世
於
無
佛
時
求

だ
か
ら
龍
樹
菩
薩
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
不
退
転
を
得
る
た
め
に
二

種
の
道
が
あ
る
︒
一
つ
は
難
行
道
︑
二
つ
は
易
行
道
で
あ
る
︒
難
行
道
と
は
︑

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
六
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②
○底
�
間
	
○元
○宝

�
聞
	

③
○底
�
傾
	
○元
○宝

�
顧
	

阿
毘
跋
致
爲
難
︒
乃
有
多
途
︑
略
述
有
五
︒
何
者
︑
一
者
外

道
相
善
亂
菩
薩
法
︒
二
者
聲
聞
②
自
利
障
大
慈
悲
︒
三
者
無

顧
③
惡
人
破
他
勝
德
︒
四
者
所
有
人
天
顚
倒
善
果
壞
人
梵
行
︒

五
者
唯
有
自
力
無
他
力
持
︒
如
斯
等
事
觸
目
皆
是
︒
譬
如
陸

路
前
行
則
苦
︑
故
曰
難
行
道
︒

五
濁
の
世
︑
無
仏
の
時
に
あ
っ
て
不
退
転
を
求
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
︒

︹
こ
の
理
由
と
し
て
は
︺
た
く
さ
ん
あ
る
が
︑
略
し
て
五
つ
を
あ
げ
る
︒
何

か
と
い
う
と
︑
一
つ
に
は
仏
教
以
外
の
教
え
の
有
相
の
善
が
菩
薩
の
法
を
乱

す
︒
二
つ
に
は
声
聞
が
自
ら
の
悟
り
の
み
を
求
め
て
︑
菩
薩
の
大
慈
悲
を
妨

げ
る
︒
三
つ
に
は
自
ら
を
顧
み
な
い
悪
人
が
他
人
の
勝
れ
た
福
徳
を
破
る
︒

四
つ
に
人
間
界
や
天
界
に
生
ま
れ
た
と
い
う
善
果
に
執
着
す
る
の
で
︑
人
の

清
浄
な
る
行
を
破
壊
す
る
︒
五
に
は
自
力
の
み
で
他
力
の
助
け
が
な
い
︒
目

に
つ
い
た
も
の
だ
け
で
も
こ
れ
ら
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
︒
陸
路
を
前
進
す

る
こ
と
は
苦
難
に
喩
え
ら
れ
る
の
で
難
行
道
と
い
う
︒

言
易
行
道
者
︑
謂
以
信
佛
因
縁
願
生
淨
土
︑
起
心
立
德
脩
諸

行
業
︑
佛
願
力
故
即
便
往
生
︒
以
佛
力
住
持
即
入
大
乘
正
定

聚
︒
正
定
聚
者
即
是
阿
毘
跋
致
不
退
位
也
︒
譬
如
水
路
乘
船

則
樂
︒
故
名
易
行
道
也
︒

易
行
道
と
は
︑
仏
の
救
い
を
信
じ
︑
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
い
︑
菩
提
心

を
起
こ
し
て
功
徳
を
積
み
︑
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
を
し
て
︑︹
そ
こ
に
︺
仏
の

願
力
が
備
わ
っ
て
往
生
す
る
︒
仏
の
願
力
に
よ
っ
て
大
乗
の
正
定
聚
に
入
る(2

)

︒

正
定
聚
と
は
つ
ま
り
不
退
転
の
位
で
あ
る
︒
水
路
を
船
に
乗
る
こ
と
は
安
楽

に
喩
え
ら
れ
る
の
で
易
行
道
と
名
づ
け
る(3

)

	
と
︒

問
曰
︒
菩
提
是
一
︑
脩
因
亦
應
不
二
︒
何
故
在
此
脩
因
向
佛
︑

名
爲
難
行
︑
往
生
淨
土
期
大
菩
提
︑
乃
名
易
行
道
也
︒

問
う
︒
菩
提
は
一
つ
だ
け
な
の
で
︑
そ
の
た
め
の
修
行
も
ま
た
二
つ
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
︒
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
︑
こ
の
世
界
で
修
行
し
︑
仏
を
求
め

る
こ
と
を
難
行
道
と
名
づ
け
︑
浄
土
に
往
生
し
て
大
い
な
る
菩
提
を
得
る
こ

と
を
易
行
道
と
名
づ
け
る
の
か
︒

答
曰
︒
諸
大
乘
經
所
辯
一
切
行
法
︑
皆
有
自
力
他
力
自
攝
他

攝
︒
何
者
自
力
︑
譬
如
有
人
怖
畏
生
死
︑
發
心
出
家
脩
定
發

通
︑
遊
四
天
下
︑
名
爲
自
力
︒
何
者
他
力
︑
如
有
劣
夫
信
己

答
え
る
︒
さ
ま
ざ
ま
な
大
乗
の
経
典
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
切
の
行
法
に
は

自
ら
の
力
に
よ
っ
て
自
ら
を
救
う
教
え
や
他
の
力
に
よ
っ
て
他
に
救
わ
れ
る

教
え
が
あ
る(4

)

︒
何
が
自
力
か
と
い
え
ば
︑
た
と
え
ば
輪
廻
を
お
そ
れ
て
︑
発

�
安
楽
集
�
訳
註
︵
三
︶
第
三
大
門
︵
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
宏
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
︶

三



身
力
擲
驢
不
上
︑
若
從
輪
王
即
便
乘
空
遊
四
天
下
︒
即
輪
王

威
力
︑
故
名
他
力
︒
衆
生
亦
爾
︒
在
此
起
心
立
行
願
生
淨
土
︑

此
是
自
力
︒
臨
命
終
時
︑
阿
彌
陀
如
來
光
臺
迎
接
遂
得
往
生
︑

即
爲
他
力
︒

心
出
家
し
て
禅
定
を
修
し
︑
神
通
力
を
得
て
四
天
下
を
自
由
に
往
来
で
き
る

こ
と
を
名
づ
け
て
自
力
と
い
う
︒
何
が
他
力
か
と
い
え
ば
︑
非
力
な
人
が
自

身
の
力
を
た
の
み
ロ
バ
に
鞭
を
打
っ
て
も
空
に
昇
ら
な
い
け
れ
ど
も
︑
も
し

転
輪
聖
王
に
従
え
ば
空
を
飛
ん
で
四
天
下
を
自
由
に
往
来
で
き
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
転
輪
聖
王
の
威
力
を
他
力
と
名
づ
け
る(5

)

︒
衆
生
も
ま
た

同
様
で
あ
る
︒
こ
の
迷
い
の
世
界
で
菩
提
心
を
お
こ
し
修
行
し
て
浄
土
に
往

生
し
た
い
と
願
う
の
は
自
力
で
あ
る
︒
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
︑
阿
弥

陀
如
来
の
光
台
に
迎
え
ら
れ
て
往
生
で
き
る
こ
と
を
他
力
と
い
う
︒

故
大
經
云
︒
十
方
人
天
欲
生
彼
國
者
︑
莫
不
皆
以
阿
彌
陀
如

來
大
願
業
力
爲
増
上
縁
也
︒
若
不
如
是
︑
四
十
八
願
便
是
徒

設
︒
語
後
學
者
︒
既
有
他
力
可
乘
︑
不
得
自
局
己
分
徒
在
火

宅
也
︒

だ
か
ら
�
無
量
寿
経
�
に
�
十
方
の
人
天
で
か
の
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う

も
の
に
は
︑
阿
弥
陀
如
来
の
大
願
業
力
が
必
ず
強
い
助
け
と
な
る
	
と
説
か

れ
る(6

)

︒
も
し
こ
の
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
︑
四
十
八
願
は
無
意
味
に
建
て
ら

れ
た
も
の
と
な
る
︒
後
学
の
も
の
に
告
げ
る
︒
す
で
に
た
よ
る
べ
き
他
力
が

あ
る
で
は
な
い
か
︒︹
そ
れ
な
の
に
︺
自
分
は
自
力
の
分
際
で
あ
る
と
決
め

つ
け
︑
む
な
し
く
迷
い
の
世
界
に
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
︒

第
二
明
劫
之
大
小
者
︑
如
智
度
論
云
︒
劫
有
三
種
︒
謂
一
小

二
中
三
大
︒
如
方
四
十
里
城
︑
高
下
亦
然
︒
滿
中
芥
子
︑
有

長
壽
諸
天
︑
三
年
去
一
︑
乃
至
芥
子
盡
︑
名
一
小
劫
︒
或
八

十
里
城
︑
高
下
亦
然
︒
芥
子
滿
中
︑
如
前
取
盡
︑
名
一
中
劫
︒

或
百
二
十
里
城
︑
高
下
亦
然
︒
芥
子
滿
中
︑
取
盡
一
同
前
説
︑

方
名
大
劫
︒
或
八
十
里
石
︑
高
下
亦
然
︒
有
一
長
壽
諸
天
︑

三
年
以
天
衣
一
拂
︒
天
衣
重
三
銖
︒
爲
拂
不
已
︑
此
石
乃
盡
︑

名
爲
中
劫
︒
其
小
石
大
石
類
前
中
劫
可
知
︒
不
勞
具
述
︒

第
二
節
に
劫
に
大
小
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
は
︑
�
大
智

度
論
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
劫
に
三
種
あ
る
︒
一
つ
に
は
小
劫
︑

二
つ
に
は
中
劫
︑
三
つ
に
は
大
劫
で
あ
る
︒
四
十
里
四
方
の
都
市
が
あ
り
︑

そ
の
城
壁
の
高
さ
も
ま
た
同
様
で
あ
る
︒
こ
の
な
か
に
芥
子
粒
を
満
た
し
て
︑

長
寿
の
神
々
が
三
年
ご
と
に
一
粒
ず
つ
こ
れ
を
取
り
除
い
て
い
き
︑
芥
子
粒

の
尽
き
る
ま
で
の
時
間
を
一
小
劫
と
名
づ
け
る
︒
あ
る
い
は
八
十
里
四
方
の

都
市
が
あ
り
︑
そ
の
城
壁
の
高
さ
も
ま
た
同
様
で
あ
る
︒
こ
の
な
か
に
芥
子

粒
を
満
た
し
て
︑
前
の
よ
う
に
取
り
尽
く
す
ま
で
の
時
間
を
一
中
劫
と
名
づ
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け
る
︒
あ
る
い
は
百
二
十
里
四
方
の
都
市
が
あ
り
︑
そ
の
城
壁
の
高
さ
も
ま

た
同
様
で
あ
る
︒
こ
の
な
か
に
芥
子
粒
を
満
た
し
て
︑
前
述
の
よ
う
に
取
り

尽
く
す
ま
で
の
時
間
を
大
劫
と
名
づ
け
る
︒
あ
る
い
は
八
十
里
の
石
が
あ
り
︑

そ
の
高
さ
も
ま
た
同
様
で
あ
る
︒
長
寿
の
神
々
が
三
年
ご
と
に
天
衣
で
一
度

だ
け
な
で
る
︒
天
衣
の
重
さ
は
三
銖
で
あ
る
︒
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
︑
こ
の

石
が
尽
き
る
ま
で
の
時
間
を
名
づ
け
て
中
劫
と
す
る
︒
前
の
中
劫
の
説
明
と

同
様
に
四
十
里
の
石
と
百
二
十
里
の
石
の
場
合
は
小
劫
と
大
劫
で
あ
る(7

)

	
と
︒

煩
わ
し
い
の
で
こ
れ
以
上
詳
し
く
は
述
べ
な
い
︒

④
○底
�
耳
	
○元
○宝

�
爾
	

第
三
門
中
有
五
番
︒
第
一
明
從
無
始
劫
來
︑
在
此
輪
迴
無
窮
︑

受
身
無
數
者
︒
如
智
度
論
云
︒
在
於
人
中
︑
或
張
家
死
王
家

生
︑
王
家
死
李
家
生
︒
如
是
盡
閻
浮
提
界
︑
或
重
生
或
異
家

生
︒
或
南
閻
浮
提
死
︑
西
拘
耶
尼
生
︒
如
閻
浮
提
︑
餘
三
天

下
亦
如
是
︒
如
四
天
下
死
生
四
天
王
天
亦
如
是
︒
或
四
天
王

天
死
忉
利
天
生
︒
忉
利
天
死
生
餘
上
四
天
亦
如
是
︒
色
界
十

八
重
天
︑
無
色
界
有
四
重
天
︒
此
死
生
彼
︒
一
一
皆
遍
亦
如

是
︒
或
色
界
死
生
阿
鼻
地
獄
︒
阿
鼻
地
獄
中
死
生
餘
輕
繫
地

獄
︒
輕
繫
地
獄
中
死
生
畜
生
中
︒
畜
生
中
死
生
餓
鬼
道
中
︒

餓
鬼
道
中
死
或
生
人
天
中
︒
如
是
輪
迴
六
道
︑
受
苦
樂
二
報
︑

生
死
無
窮
︒
胎
生
既
爾
④
︒
餘
三
生
亦
如
是
︒

第
三
節
の
中
を
五
項
目
に
分
け
て
述
べ
る
︒
第
一
に
果
て
し
な
い
昔
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
輪
廻
は
極
ま
り
な
く
︑
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
生
ま
れ
か
わ
り

死
に
か
わ
り
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
は
︑
�
大
智
度
論
�
に
次

の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
人
間
界
に
あ
っ
て
︑
あ
る
時
に
は
張
氏
の
家
で
死

に
王
氏
の
家
に
生
ま
れ
︑
王
氏
の
家
で
死
に
李
氏
の
家
に
生
ま
れ
る
︒
こ
の

よ
う
に
南
閻
浮
提
の
な
か
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
輪
廻
し
︑
あ
る
時
に
は
同
じ

家
に
生
ま
れ
︑
あ
る
時
に
は
別
の
家
に
生
ま
れ
る
︒
あ
る
い
は
南
閻
浮
提
で

死
に
西
拘
耶
尼
に
生
ま
れ
る
︒
閻
浮
提
の
よ
う
に
他
の
︹
東
・
西
・
北
の
︺

三
天
下
で
も
ま
た
同
様
で
あ
る
︒
四
天
下
で
死
に
四
天
王
天
に
生
ま
れ
る
こ

と
も
ま
た
同
様
で
あ
る
︒
あ
る
い
は
四
天
王
天
で
死
に
忉
利
天
に
生
ま
れ
る
︒

忉
利
天
で
死
に
他
の
上
方
の
四
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
も
ま
た
同
様
で
あ
る
︒

色
界
に
十
八
重
の
天
界
が
あ
り
︑
無
色
界
に
四
重
の
天
界
が
あ
る
︒
こ
こ
で

死
に
あ
ち
ら
に
生
ま
れ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
際
限
な
い
こ
と
は
ま
た
同
様
で
あ
る
︒

あ
る
い
は
色
界
で
死
に
阿
鼻
地
獄
に
生
ま
れ
る
︒
阿
鼻
地
獄
の
な
か
で
死
に
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︶
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他
の
治
罰
の
軽
い
地
獄(8

)

に
生
ま
れ
る
︒
軽
い
地
獄
の
な
か
で
死
に
畜
生
の
な

か
に
生
ま
れ
る
︒
畜
生
の
な
か
で
死
に
餓
鬼
道
の
な
か
に
生
ま
れ
る
︒
餓
鬼

道
の
な
か
で
死
に
あ
る
い
は
人
天
の
な
か
に
生
ま
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
六
道

を
輪
廻
し
て
苦
楽
の
二
報
を
受
け
︑
生
死
は
限
り
が
な
い
︒
胎
生
だ
け
で
も

こ
の
通
り
で
あ
る
︒
そ
の
他
︹
卵
生
・
湿
生
・
化
生
の
三
生
︺
も
ま
た
同
様

で
あ
る(9

)

	
と
︒

是
故
正
法
念
經
云
︒
菩
薩
化
主
告
諸
天
衆
云
︒
凡
人
逕
此
百

千
生
︑
着
樂
放
逸
不
脩
道
︒
不
覺
往
福
侵
已
盡
︑
還
墮
三
塗

受
衆
苦
︒

だ
か
ら
�
正
法
念
処
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
教
化
者
た
る
菩
薩

は
天
の
神
々
に
こ
う
告
げ
た
︒︿
そ
も
そ
も
人
は
天
界
に
何
度
も
生
を
受
け

て
︑
楽
に
執
着
し
放
逸
し
て
仏
道
を
修
め
な
い
︒
こ
れ
ま
で
の
福
徳
が
次
第

に
な
く
な
っ
て
い
き
︑
三
悪
道
に
再
び
堕
ち
て
あ
ら
ゆ
る
苦
を
受
け
る
こ
と

が
わ
か
ら
な
い
の
だ(10

)

﹀
	
と
︒

是
故
涅
槃
經
云
︒
此
身
苦
所
集
︑
一
切
皆
不
淨
︒
扼
縛
癰
瘡

等
根
本
無
義
利
︒
上
至
諸
天
身
︑
皆
亦
復
如
是
︒

だ
か
ら
�
大
般
涅
槃
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
こ
の
身
は
苦
の
集

ま
る
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
す
べ
て
は
み
な
不
浄
で
あ
る
︒

拘
束
さ
れ
病
気
に

な
る
根
本
で
あ
り
︑
な
ん
の
意
味
も
利
益
も
な
い
︒
上
は
諸
天
の
身
に
至
る

ま
で
︑
み
な
ま
た
同
様
で
あ
る(11

)

	
と
︒

是
故
又
彼
經
云
︒
勸
脩
不
放
逸
︒
何
以
故
︑
夫
放
逸
者
︑
是

衆
惡
之
本
︑
不
放
逸
者
︑
乃
是
衆
善
之
原
︒
如
日
月
光
諸
明

中
最
︑
不
放
逸
法
亦
復
如
是
︒
於
諸
善
法
爲
最
爲
上
︒
亦
如

須
彌
山
王
於
諸
山
中
爲
最
爲
上
︑
不
放
逸
法
亦
復
如
是
︒
於

諸
善
法
爲
最
爲
上
︒
何
以
故
︑
一
切
惡
法
猶
放
逸
而
生
︑
一

切
善
法
不
放
逸
爲
本
︒

だ
か
ら
ま
た
�
大
般
涅
槃
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
仏
道
を
修
め

て
放
逸
に
な
ら
な
い
よ
う
に
勧
め
る
︒
な
ぜ
か
と
い
え
ば
︑
放
逸
は
あ
ら
ゆ

る
悪
の
根
本
で
あ
り
︑
不
放
逸
は
あ
ら
ゆ
る
善
の
源
で
あ
る
︒
太
陽
や
月
の

光
が
さ
ま
ざ
ま
な
明
る
さ
の
な
か
で
最
も
優
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
不
放
逸
も

ま
た
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
︒
さ
ま
ざ
ま
な
善
の
な
か
で
最
上
で
あ
る
︒
ま
た

須
弥
山
王
が
さ
ま
ざ
ま
な
山
の
な
か
で
最
上
で
あ
る
よ
う
に
︑
不
放
逸
も
ま
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た
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
︒
さ
ま
ざ
ま
な
善
の
な
か
で
最
上
で
あ
る
︒
な
ぜ
か

と
い
え
ば
︑
す
べ
て
の
悪
は
放
逸
よ
り
生
じ
︑
す
べ
て
の
善
は
不
放
逸
を
根

本
と
す
る
か
ら
で
あ
る(12

)

	
と
︒

⑤
○底

欠
損
○元

○宝

�
廻
	

第
二
問
曰
︑
雖
云
無
始
劫
來
六
道
輪
廻
⑤
無
際
︑
而
未
知
一

劫
之
中
受
幾
身
數
而
言
流
轉
︒

第
二
に
は
る
か
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
六
道
を
輪
廻
し
て
際
限
が
な
い
と

い
う
け
れ
ど
も
︑
一
劫
の
う
ち
に
ど
れ
だ
け
の
数
の
身
を
受
け
る
こ
と
を
流

転
と
い
う
の
か
︒

⑥
○底

欠
損
○元

○宝

�
千
	

⑦
○底
�
一
	
○元
○宝

な
し

答
曰
︒
如
涅
槃
經
説
︒
取
三
千
大
千
⑥
世
界
草
木
截
爲
四
寸

籌
︑
以
數
一
劫
之
中
所
受
身
父
母
頭
數
︑
猶
自
不
澌
︒
或
云
︒

一
⑦
劫
之
中
所
飮
母
乳
︑
多
於
四
大
海
水
︒
或
云
︒
一
劫
之

中
所
積
身
骨
︑
如
毘
富
羅
山
︒
如
是
遠
劫
已
來
徒
受
生
死
︑

至
於
今
日
猶
作
凡
夫
之
身
︒
何
曾
思
量
︑
傷
嘆
已
不
︒

答
え
る
︒
�
大
般
涅
槃
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒
�
三
千
大
千
世

界
の
す
べ
て
の
草
木
を
取
っ
て
き
て
裁
断
し
︑
四
寸
の
籌
︵
数
を
数
え
る

棒
︶
に
し
て
︑
そ
れ
を
使
っ
て
一
劫
の
う
ち
に
受
け
る
身
の
そ
の
父
母
の
数

を
数
え
て
も
︑
数
え
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
	
と
︒
あ
る
い
は
こ
う
も
説
か

れ
る
︒
�
一
劫
の
う
ち
に
︹
身
を
受
け
て
︺
飲
む
母
乳
は
四
大
海
水
よ
り
も

多
い
	
と
︒
あ
る
い
は
こ
う
も
説
か
れ
る
︒
�
一
劫
の
う
ち
に
受
け
た
身
の

骨
を
積
み
上
げ
る
と
毘
富
羅
山
ほ
ど
の
高
さ
に
な
る(13

)

	
と
︒
こ
の
よ
う
に
は

る
か
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
︑
む
な
し
く
輪
廻
し
︑
今
日
に
至
る
ま
で
凡

夫
の
身
の
ま
ま
で
い
る
︒
ど
う
し
て
い
ま
ま
で
こ
れ
を
考
え
︑
傷
ま
し
い
と

歎
か
な
か
っ
た
の
か
︒

第
三
又
問
曰
︑
既
云
曠
大
劫
來
受
身
無
數
者
︑
爲
當
直
尓
総

説
令
人
生
厭
︑
爲
當
亦
有
經
文
來
證
︒

第
三
に
は
る
か
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
身
を
受
け
た
こ
と
が
数
か
ぎ
り
な

い
と
言
う
の
は
︑
た
だ
ち
に
人
に
︹
こ
の
世
を
︺
厭
う
気
持
ち
を
抱
か
せ
よ

う
と
し
て
︹
自
ら
の
考
え
を
︺
説
く
の
か
︑
そ
れ
と
も
経
文
に
証
拠
が
あ
っ

て
説
く
の
か
︒

答
曰
︒
皆
是
聖
教
明
文
︒
何
者
︒
如
法
華
經
云
︒
過
去
不
可

答
え
る
︒
こ
れ
ら
は
す
べ
て
聖
教
に
明
文
が
あ
る
︒
ど
こ
か
と
い
う
と
�
妙

�
安
楽
集
�
訳
註
︵
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︶
第
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大
門
︵
齊
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隆
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・
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・
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藤
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・
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⑧
○底
�
欠
損
	
○元

○宝
�
不
	

説
久
遠
大
劫
有
佛
出
世
︒
號
大
通
智
勝
如
來
︑
有
十
六
王
子
︒

各
昇
法
座
教
化
衆
生
︒
一
一
王
子
各
各
教
化
六
百
万
億
那
由

他
恒
河
沙
衆
生
︒
其
佛
滅
度
已
來
︑
至
極
久
遠
猶
不
⑧
可
數

知
︒

法
蓮
華
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
︒
�
語
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
久
遠
大
劫
の
過
去
に
仏
が
世
に
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
た
︒
大
通

智
勝
如
来
と
号
さ
れ
︑
十
六
の
王
子
が
い
た
︒
お
の
お
の
法
座
に
登
っ
て
衆

生
を
教
化
さ
れ
た
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
王
子
が
お
の
お
の
六
百
万
億
那
由
他
恒
河

沙
の
衆
生
を
教
化
さ
れ
た
︒
そ
の
仏
が
世
を
去
ら
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
に
は

る
か
久
遠
の
時
が
流
れ
︑
は
か
り
し
れ
な
い(14

)

	
と
︒

何
者
︑
經
云
︒
総
取
三
千
大
千
世
界
大
地
︑
磨
以
爲
墨
︒
佛

言
︒
是
人
過
千
國
乃
下
一
點
︑
大
如
微
塵
︒
如
是
展
轉
盡
地

種
墨
︒
佛
言
︒
是
人
所
逕
國
土
︑
若
點
不
點
︑
盡
末
爲
塵
︑

一
塵
一
劫
︒
彼
佛
滅
度
已
來
︑
復
過
是
數
︒
今
日
衆
生
乃
是

彼
時
十
六
王
子
座
下
曾
受
法
教
︒

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
え
ば
�
妙
法
蓮
華
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒

�
あ
る
人
が
三
千
大
千
世
界
の
す
べ
て
の
大
地
を
取
っ
て
︑
磨
り
潰
し
て
墨

に
す
る
︒
仏
が
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
︒︿
そ
の
人
が
千
の
国
土
を
通

り
過
ぎ
て
︹
墨
で
︺
微
塵
の
よ
う
に
小
さ
い
印
を
つ
け
る
︒
こ
の
よ
う
に

次
々
と
︹
千
の
国
土
ご
と
に
︺
印
を
つ
け
て
い
き
︑
大
地
で
作
っ
た
墨
を
使

い
果
た
し
た
﹀
と
︒
仏
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
︒
︿
こ
の
人
が
通
り
過
ぎ
た
国
土

の
印
を
つ
け
た
と
こ
ろ
も
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も
こ
と
ご
と
く
磨
り
潰
し
て

塵
と
し
︑
そ
の
一
塵
を
一
劫
と
す
る
︒
大
通
智
勝
如
来
の
滅
度
よ
り
現
在
ま

で
の
時
間
は
こ
れ
を
超
え
て
い
る
﹀
と
︒
今
日
の
衆
生
は
十
六
人
の
王
子
の

も
と
で
か
つ
て
教
化
を
受
け
て
い
た(15

)

	
と
︒

是
故
經
云
︒
以
是
本
因
縁
爲
説
法
華
經
︒
涅
槃
復
云
︒
一
是

王
子
︒
一
是
貧
人
︒
如
是
二
人
互
相
往
反
︒
言
王
子
者
︒
今

日
釋
迦
如
來
︒
乃
是
彼
時
第
十
六
王
子
也
︒
言
貧
人
者
︒
今

日
衆
生
等
是
︒

だ
か
ら
�
妙
法
蓮
華
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
こ
の
よ
う
な
因
縁

が
あ
る
た
め
に
�
妙
法
蓮
華
経
�
を
説
く
の
で
あ
る(16

)

	
と
︒
�
大
般
涅
槃
経
�

に
ま
た
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
一
人
は
王
子
︑
一
人
は
貧
人
だ
が
︑
こ

の
二
人
は
お
互
い
往
来
し
た
間
柄
で
あ
る(17

)

	
と
︒
王
子
と
い
う
の
は
今
日
の

釈
迦
如
来
で
あ
り
︑
か
つ
て
の
第
十
六
王
子
で
あ
る
︒
貧
人
と
い
う
の
は
今

日
の
衆
生
で
あ
る
︒
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第
四
問
︑
此
等
衆
生
既
云
流
轉
多
劫
︑
然
三
界
之
中
何
趣
受

身
爲
多
︒

第
四
に
こ
れ
ら
の
衆
生
が
す
で
に
多
劫
に
わ
た
り
輪
廻
を
繰
り
返
す
と
い
う

が
︑
三
界
の
な
か
で
は
ど
こ
に
身
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
︒

答
曰
︒
雖
言
流
轉
︒
然
於
三
惡
道
中
受
身
偏
多
︒
如
經
説
云
︒

於
虚
空
中
量
取
方
圓
八
肘
︑
從
地
至
於
色
究
竟
天
︑
於
此
量

内
所
有
可
見
衆
生
︑
即
多
於
三
千
大
千
世
界
人
天
之
身
︒
故

知
惡
道
身
多
︒

答
え
る
︒
輪
廻
を
繰
り
返
す
と
い
っ
て
も
︑
三
悪
道
︵
地
獄
・
餓
鬼
・
畜

生
︶
に
身
を
受
け
る
こ
と
が
専
ら
多
い
︒
�
十
住
断
結
経
�
に
次
の
よ
う
に

説
か
れ
る
︒
�
虚
空
の
な
か
に
方
円
八
肘(18

)

︹
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
︺
を
量

り
取
り
︑
閻
浮
地
か
ら
色
究
竟
天
を
貫
く
そ
の
空
間
内
に
見
ら
れ
る
︹
有
形

と
無
形
の
︺
衆
生
の
数
は
︑
三
千
大
千
世
界
の
人
天
の
身
よ
り
も
多
い(19

)

	
と
︒

だ
か
ら
三
悪
道
に
受
け
る
身
は
多
い
と
わ
か
る
︒

何
故
如
此
︒
但
惡
法
易
起
︑
善
心
難
生
故
也
︒
今
時
但
看
現

在
衆
生
︑
若
得
富
貴
︑
唯
事
放
逸
破
戒
︒
天
中
即
復
着
樂
者

多
︒
是
故
經
云
︒
衆
生
等
是
流
轉
︑
恒
三
惡
道
爲
當
家
︒
人

天
暫
來
即
去
︑
名
爲
客
舍
故
也
︒

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
︒
悪
い
行
い
は
起
こ
し
や
す
く
︑

善
い
心
は
生
じ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
︒
こ
こ
で
現
在
の
衆
生
を
見
て
み
る
と
︑

富
貴
を
得
た
も
の
は
︑
放
逸
と
な
り
戒
を
犯
し
が
ち
で
あ
る
︒
天
界
で
は
ま

た
楽
に
執
着
す
る
も
の
が
多
い
︒
だ
か
ら
�
五
苦
章
句
経
�
に
次
の
よ
う
に

説
か
れ
る
︒
�
衆
生
は
等
し
く
輪
廻
す
る
存
在
で
︑
常
に
三
悪
道
を
我
が
家

と
す
る
︒
人
間
界
や
天
界
に
は
た
ま
に
来
る
が
す
ぐ
に
去
っ
て
い
く
の
で
客

舎
と
い
う
の
で
あ
る(20

)

	
と
︒

依
大
莊
嚴
論
︑
勸
一
切
衆
生
常
須
繫
念
現
前
︒
偈
云
︒

盛
年
無
患
時

懈
怠
不
精
進

貪
營
衆
事
務

不
脩
施
戒
禪

臨
爲
死
所
呑

方
悔
求
脩
善

智
者
應
觀
察

除
斷
五
欲
想

�
大
荘
厳
論
経
�
に
よ
れ
ば
す
べ
て
の
衆
生
が
常
に
現
在
に
念
を
繫
け
る
こ

と
を
勧
め
る(21

)

︒
そ
の
偈
で
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
若
く
て
患
い
の
な
い

時
は
︑
怠
け
て
努
力
し
な
い
︒
様
々
な
俗
事
に
夢
中
に
な
り
︑
布
施
・
持

戒
・
禅
定
を
お
さ
め
な
い
︒
死
が
近
づ
い
て
き
た
と
き
に
よ
う
や
く
後
悔
し

て
善
を
お
さ
め
よ
う
と
す
る
︒
智
者
は
観
察
し
て
︑
五
感
に
よ
る
欲
望
を
断

�
安
楽
集
�
訳
註
︵
三
︶
第
三
大
門
︵
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
宏
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
︶

九



精
勤
執
心
者

終
時
無
悔
恨

心
意
既
專
至

無
有
錯
亂
念

智
者
勤
捉
心

臨
終
意
不
散

不
習
心
專
至

臨
終
必
散
亂

心
若
散
亂
時

如
調
馬
用
磑

若
其
鬪
戰
時

迴
旋
不
直
行

ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
普
段
か
ら
つ
と
め
は
げ
む
も
の
は
︑
命
の
終

わ
る
時
に
後
悔
し
な
い
︒
心
意
が
集
中
し
て
い
れ
ば
︑
錯
乱
の
念
は
な
い
︒

智
者
は
つ
と
め
て
心
を
整
え
れ
ば
︑
臨
終
に
心
が
散
乱
す
る
こ
と
が
な
い
︒

心
が
集
中
し
て
い
な
け
れ
ば
︑
臨
終
に
か
な
ら
ず
散
乱
す
る
︒
心
が
も
し
散

乱
す
る
時
は
︑
馬
を
調
教
す
る
と
き
の
石
臼
を
使
う
よ
う
に
し
な
さ
い
︒
戦

闘
の
と
き
に
旋
回
す
る
だ
け
で
︑
ま
っ
す
ぐ
行
く
こ
と
は
な
い(22

)

︹
よ
う
に
心

が
散
乱
す
る
こ
と
は
な
い
︺
	
と
︒

五
又
問
曰
︑
一
切
衆
生
皆
有
佛
性
︑
遠
劫
以
來
應
値
多
佛
︑

何
因
至
今
仍
自
輪
迴
生
死
不
出
火
宅
︒

第
五
に
一
切
の
衆
生
に
は
み
な
仏
性
が
あ
り
︑
は
る
か
昔
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
多
く
の
仏
に
出
会
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
︑
ど
う
し
て
い
ま
に
至
る
ま

で
︑
輪
廻
し
て
迷
い
の
世
界
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
︒

⑨
○底
�
一
	
○元
○宝

な
し

答
曰
︒
依
大
乘
聖
教
︑
良
由
不
得
二
種
勝
法
以
排
生
死
︒
是

以
不
出
火
宅
︒
何
者
爲
二
︑
一
謂
聖
道
︑
二
謂
往
生
淨
土
︒

其
聖
道
一
種
⑨
今
時
難
證
︒
一
由
去
大
聖
遙
遠
︒
二
由
理
深

解
微
︒

答
え
る
︒
大
乗
の
聖
教
に
よ
れ
ば
︑
二
種
の
勝
れ
た
教
え
を
得
て
い
な
が
ら
︑

生
死
の
迷
い
を
取
り
除
か
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
だ
か
ら
迷
い
の
世
界
を
出
な

い
の
で
あ
る
︒
二
種
と
は
一
つ
に
は
聖
道
の
教
え
︑
二
つ
に
は
往
生
浄
土
の

教
え
で
あ
る
︒
こ
の
聖
道
の
教
え
で
は
今
の
時
代
に
は
悟
る
こ
と
は
難
し
い
︒

︹
そ
の
理
由
は
︺
一
つ
に
は
釈
尊
が
こ
の
世
を
去
っ
て
は
る
か
な
時
間
が
過

ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
二
つ
に
は
そ
の
道
理
は
奥
深
い
の
に
衆
生
が
理
解

で
き
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
だ
か
ら
で
あ
る
︒

是
故
大
集
月
藏
經
云
︒
我
末
法
時
中
︒
億
億
衆
生
起
行
脩
道
︒

未
有
一
人
得
者
︒
當
今
末
法
︑
現
是
五
濁
惡
世
︒
唯
有
淨
土

一
門
︑
可
通
入
路
︒
是
故
大
經
云
︒
若
有
衆
生
︑
縱
令
一
生

造
惡
︑
臨
命
終
時
︑
十
念
相
續
稱
我
名
字
︑
若
不
生
者
︑
不

だ
か
ら
�
大
集
月
蔵
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒
�
私
︹
が
入
滅

し
た
後
︺
の
末
法
の
時
に
多
く
の
衆
生
が
修
行
を
し
て
仏
道
を
修
め
よ
う
と

す
る
け
れ
ど
も
︑
い
ま
だ
一
人
と
し
て
悟
る
も
の
は
い
な
い(23

)

	
と
︒
ま
さ
に

今
は
末
法
で
あ
り
︑
実
際
に
五
濁
に
ま
み
れ
た
悪
世
で
あ
る
︒
た
だ
往
生
浄
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取
正
覺
︒

土
の
教
え
の
み
が
悟
り
へ
と
通
じ
る
道
な
の
で
あ
る
︒
だ
か
ら
�
無
量
寿

経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒
�
一
生
の
間
に
悪
を
造
り
続
け
た
と

し
て
も
︑
命
終
の
時
に
十
念
相
続
し
私
の
名
を
称
え
て
︑
も
し
往
生
し
な
い

な
ら
ば
私
は
正
覚
を
得
ま
せ
ん(24

)

	
と
︒

⑩
○底
�
傷
	
○元
○宝

�
復
	

⑪
○底
�
者
	
○元
○宝

�
希
	

又
復
⑩
一
切
衆
生
都
不
自
量
︒
若
據
大
乘
︑
眞
如
實
相
第
一

義
空
曾
未
措
心
︒
若
論
小
乘
︑
脩
入
見
諦
脩
道
︑
乃
至
那
含

羅
漢
斷
五
下
除
五
上
︑
無
問
道
俗
未
有
其
分
︒
縱
有
人
天
果

報
︑
皆
爲
五
戒
十
善
能
招
此
報
︒
然
持
得
者
甚
希
⑪
︒
若
論

起
惡
造
罪
︑
何
異
暴
風
駃
雨
︒
是
以
諸
佛
大
慈
勸
歸
淨
土
︒

縱
使
一
形
造
惡
︑
但
能
繫
意
專
精
常
能
念
佛
︑
一
切
諸
障
自

然
消
除
︑
定
得
往
生
︒
何
不
思
量
都
無
去
心
也
︒

ま
た
一
切
の
衆
生
は
全
く
自
ら
を
思
量
し
て
い
な
い
︒
も
し
︹
聖
道
門
の
な

か
で
︺
大
乗
に
よ
る
な
ら
ば
︑
真
如
・
実
相
・
第
一
義
空
を
心
に
留
め
て
い

な
い
︒
小
乗
に
よ
る
な
ら
ば
︑
見
諦
︵
見
道
︶︑
修
道
の
位
に
入
り
︑
阿
那

含
・
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
て
︑
五
下
分
結
︵
有
身
見
・
戒
禁
取
見
・
疑
・
欲

貪
・
瞋
恚
︶︑
五
上
分
結
︵
色
貪
・
無
色
貪
・
掉
挙
・
慢
・
無
明
︶
と
い
う

迷
い
を
取
り
除
く
こ
と
は
︑
道
俗
を
問
わ
ず
︑
い
ま
だ
そ
の
分
際
の
も
の
は

い
な
い
︒
た
と
え
ば
人
天
に
生
ま
れ
る
果
報
を
得
た
と
し
て
も
︑
み
な
五
戒

や
十
善
を
修
め
る
こ
と
で
こ
の
報
い
を
招
い
た
の
で
あ
る
︒
し
か
し
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
は
な
は
だ
稀
な
こ
と
で
あ
る
︒
も
し
悪
を
犯
し
︑
罪
を
造
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
と
︑︹
そ
の
激
し
さ
は
︺
暴
風
が
吹
き
︑
突
然
の
豪
雨

が
降
る
の
と
同
じ
で
あ
る
︒
だ
か
ら
諸
仏
は
大
慈
悲
に
よ
っ
て
衆
生
を
勧
め
︑

浄
土
に
す
く
い
取
っ
て
く
だ
さ
る
の
だ
︒
た
と
え
一
生
の
間
に
悪
を
造
っ
て

も
︑
ひ
た
す
ら
に
心
を
注
い
で
専
ら
精
進
し
て
常
に
念
仏
す
れ
ば
︑
一
切
の

障
り
が
自
然
に
消
え
除
か
れ
て
︑
か
な
ら
ず
往
生
で
き
る
︒
ど
う
し
て
思
量

せ
ず
に
全
く
浄
土
に
生
ま
れ
穢
土
を
去
る
心
を
お
こ
さ
な
い
だ
ろ
う
か
︒

自
下
第
四
引
聖
教
證
成
勸
信
求
生
者
︑
依
觀
佛
三
昧
經
云
︒

爾
時
會
中
有
財
首
菩
薩
白
佛
言
︒
世
尊
我
念
過
去
無
量
劫
時
︑

有
佛
出
世
︑
亦
名
釋
迦
牟
尼
佛
︒
彼
佛
滅
後
有
一
王
子
︑
名

こ
れ
以
下
︑
第
四
節
に
聖
教
に
よ
っ
て
証
明
し
て
︑
後
代
︹
の
衆
生
︺
に
信

心
を
お
こ
し
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
勧
め
る
と
は
︑
�
観
仏
三
昧

海
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒
�
そ
の
時
に
会
座
の
な
か
に
財
首

�
安
楽
集
�
訳
註
︵
三
︶
第
三
大
門
︵
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
宏
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
︶
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曰
金
幢
︒
憍
慢
邪
見
不
信
正
法
︒
有
知
識
比
丘
︑
名
定
自
在
︑

告
王
子
言
︒
世
有
佛
像
︑
極
爲
可
愛
︒
可
暫
入
塔
觀
佛
形
像
︒

時
彼
王
子
從
善
友
語
入
塔
觀
像
︒
見
像
相
好
白
言
比
丘
︒
佛

像
端
嚴
猶
尚
如
此
︒
況
佛
眞
身
︒

菩
薩
が
い
て
︑
仏
に
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
︒︿
世
尊
︑
過
去
無
量
劫
に

思
い
を
巡
ら
し
ま
す
に
︑
釈
迦
牟
尼
仏
と
い
う
仏
が
世
に
出
ら
れ
た
︒
こ
の

仏
の
滅
後
に
金
幢
と
い
う
一
人
の
王
子
が
い
た
︒
驕
慢
で
邪
な
考
え
を
持
ち
︑

仏
の
教
え
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
︒
定
自
在
と
い
う
優
れ
た
比
丘
が
王
子
に

次
の
よ
う
に
告
げ
た
︒︽
世
の
中
に
は
仏
の
像
が
あ
り
︑
大
変
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
り
ま
す
︒
し
ば
ら
く
塔
に
入
っ
て
︑
仏
の
形
像
を
観
て
は
ど
う
で

す
か
︾
と
︒
そ
こ
で
王
子
は
定
自
在
の
言
葉
に
従
っ
て
塔
に
入
っ
て
像
を
観

ら
れ
た
︒
像
の
相
好
を
見
て
︑
比
丘
に
告
げ
た
︒︽
仏
像
で
す
ら
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
見
事
で
あ
る
︒
ま
し
て
仏
の
真
身
な
ら
ば
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
︾

と
︒

比
丘
告
言
︒
王
子
今
見
佛
像
不
能
禮
者
︑
當
稱
南
無
佛
︒
還

宮
繫
念
念
塔
中
像
︒
即
於
後
夜
夢
見
佛
像
︒
心
大
歡
喜
︑
捨

離
邪
見
歸
依
三
寶
︒
隨
壽
命
終
︑
由
前
入
塔
稱
佛
功
德
︑
即

得
値
遇
九
百
億
那
由
他
佛
︒
於
諸
佛
所
常
勤
精
進
︑
恒
得
甚

深
念
佛
三
昧
︒
念
佛
三
昧
力
故
︑
諸
佛
現
前
皆
与
授
記
︒
從

是
以
來
百
万
阿
僧
祇
劫
不
墮
惡
道
︑
乃
至
今
日
獲
得
首
楞
嚴

三
昧
︒
爾
時
王
子
者
今
我
財
首
是
也
︒
爾
時
會
中
即
有
十
方

諸
大
菩
薩
︒
其
數
無
量
︒
各
説
本
縁
︑
皆
依
念
佛
得
︒

比
丘
が
こ
う
告
げ
た
︒︽
王
子
は
い
ま
仏
像
を
見
ま
し
た
︒
礼
拝
す
る
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
︑
南
無
仏
と
お
称
え
く
だ
さ
い
︾
と
︒︹
そ
こ
で
王
子
は
︺

宮
殿
に
帰
り
︑
塔
の
な
か
に
あ
っ
た
仏
像
を
一
心
に
念
じ
た
︒
す
る
と
そ
の

日
の
夜
明
け
前
に
夢
の
中
で
仏
像
を
見
た
︒
大
い
に
歓
喜
し
て
邪
見
を
捨
て

さ
り
︑
三
宝
に
帰
依
し
た
︒
寿
命
が
尽
き
た
時
︑
以
前
に
塔
に
入
っ
て
仏

︹
の
名
︺
を
称
え
た
功
徳
に
よ
っ
て
︑
九
百
億
那
由
他
の
仏
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
︑
諸
仏
の
所
で
常
に
懸
命
に
精
進
し
て
︑
大
変
奥
深
い
念
仏
三
昧
を

得
た
︒
念
仏
三
昧
の
力
に
よ
っ
て
︑
諸
仏
が
目
の
前
に
現
れ
︑
未
来
に
成
仏

す
る
で
あ
ろ
う
と
の
予
言
を
与
え
た
︒
こ
れ
以
降
︑
百
万
阿
僧
祇
劫
の
間
︑

悪
道
に
落
ち
る
こ
と
は
な
く
︑
今
日
に
は
首
楞
厳
三
昧
を
獲
得
し
た
︒
そ
の

時
の
王
子
と
い
う
の
は
今
の
私
︑
財
首
で
あ
る
﹀
と
︒
そ
の
時
会
中
に
は
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
十
方
の
諸
大
菩
薩
が
お
ら
れ
た
︒
そ
れ
ぞ
れ
が
自

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
六
号

一
二



ら
の
過
去
世
を
説
か
れ
た
が
︑
み
な
念
仏
に
よ
っ
て
三
昧
を
得
て
い
た(25

)

︒

⑫
○底

欠
損
○元

○宝

�
現
在
	

佛
告
阿
難
︒
此
觀
佛
三
昧
是
一
切
衆
生
犯
罪
者
藥
︑
破
戒
者

護
︑
失
道
者
導
︑
盲
冥
者
眼
︑
愚
癡
者
恵
︑
黒
暗
者
燈
︑
煩

惱
賊
中
大
勇
猛
將
︑
諸
佛
世
尊
之
所
遊
戲
︑
首
楞
嚴
等
諸
大

三
昧
始
出
生
處
︒
佛
告
阿
難
︒
汝
今
善
持
愼
勿
忘
失
︒
過
去

未
來
現
在
⑫
三
世
諸
佛
︑
皆
説
如
是
念
佛
三
昧
︒
我
与
十
方

諸
佛
及
賢
劫
千
佛
︑
從
初
發
心
皆
因
念
佛
三
昧
力
故
︑
得
一

切
種
智
︒

仏
が
阿
難
に
次
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ
た
︒︿
こ
の
観
仏
三
昧
は
一
切
衆
生
に

お
い
て
罪
を
犯
し
た
も
の
の
薬
で
あ
り
︑
破
戒
の
も
の
を
護
る
も
の
で
あ
り
︑

道
を
失
っ
た
も
の
を
導
く
も
の
で
あ
り
︑
盲
冥
の
も
の
の
眼
で
あ
り
︑
愚
痴

の
も
の
の
智
�
で
あ
り
︑
暗
闇
の
中
に
あ
る
も
の
の
灯
で
あ
り
︑
煩
悩
と
い

う
賊
を
打
ち
破
る
勇
猛
な
大
将
で
あ
り
︑
諸
仏
世
尊
が
自
在
に
な
さ
れ
る
首

楞
厳
三
昧
等
の
諸
大
三
昧
の
出
生
す
る
根
源
で
あ
る
﹀
と
︒
ま
た
仏
は
阿
難

に
次
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ
た
︒︿
あ
な
た
は
い
ま
よ
く
︹
念
仏
三
昧
を
︺
決

し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
︒
過
去
・
未
来
・
現
在
の
三
世
の
諸
仏
は
み
な

こ
の
よ
う
な
念
仏
三
昧
を
説
か
れ
る
︒
私
と
十
方
の
諸
仏
と
現
在
の
一
大
劫

の
千
仏
は
み
な
初
め
に
発
心
し
て
か
ら
念
仏
三
昧
の
力
に
よ
っ
て
一
切
種
智

を
得
た
の
で
あ
る(26

)

﹀
	
と
︒

又
如
目
連
所
問
經
︒
佛
告
目
連
︒
譬
如
萬
川
長
流
有
浮
草
木
︑

前
不
顧
後
︑
後
不
顧
前
︑
都
會
大
海
︒
世
間
亦
爾
︒
雖
有
豪

貴
富
樂
自
在
︑
悉
不
得
免
生
老
病
死
︒
只
由
不
信
佛
經
︑
後

世
爲
人
︑
更
甚
困
劇
︑
不
能
得
生
千
佛
國
土
︒
是
故
我
説
︒

無
量
壽
佛
國
易
往
易
取
︒
而
人
不
能
脩
行
往
生
︑
反
事
九
十

五
種
邪
道
︒
我
説
是
人
名
無
眼
人
名
無
耳
人
︒
經
教
既
爾
︒

何
不
捨
難
依
易
行
道
矣
︒

安
樂
集
卷
上

ま
た
�
目
連
所
問
経
�
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒
�
仏
は
目
連
に
こ
の
よ

う
に
告
げ
ら
れ
た
︒︿
た
と
え
ば
あ
ら
ゆ
る
川
の
流
れ
の
な
か
に
浮
ん
で
い

る
草
木
は
︑
前
の
も
の
は
後
の
も
の
を
顧
み
る
こ
と
な
く
︑
後
の
も
の
も
前

の
も
の
を
顧
み
る
こ
と
は
な
い
が
︑
す
べ
て
大
海
で
一
緒
に
な
る
︒
世
間
も

ま
た
同
様
で
あ
る
︒
高
貴
な
生
ま
れ
で
富
を
ほ
し
い
ま
ま
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
生
老
病
死
を
免
れ
る
こ
と
は
な
い
︒
た
だ
仏
の
教
え
を
信
じ
な
い
た
め

に
後
世
に
人
と
し
て
生
ま
れ
て
も
︑
大
変
な
困
難
に
あ
い
千
仏
の
国
土
に
生

ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
だ
か
ら
私
は
︽
無
量
寿
仏
国
は
往
生
し
や
す

い
︾
と
説
く
の
で
あ
る
︒
そ
う
で
あ
る
の
に
人
々
は
修
行
し
て
往
生
す
る
こ

と
が
で
き
ず
︑
か
え
っ
て
九
十
五
種
の
外
道
の
教
え
に
従
っ
て
い
る
︒
私
は

�
安
楽
集
�
訳
註
︵
三
︶
第
三
大
門
︵
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
宏
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
︶

一
三



こ
の
よ
う
な
人
を
無
眼
人
︑
無
耳
人
と
名
づ
け
る(27

)

﹀
	
と
︒
経
典
に
説
か
れ

る
教
え
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
ど
う
し
て
難
行
道
を
捨
て
て
易
行
道

に
帰
依
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
︒

安
楽
集
巻
上

註(
�
)
�
妙
法
蓮
華
経
�
巻
第
二
譬
喩
品
第
三
︵
鳩
摩
羅
什
訳
︶

(
�
)
�
無
量
寿
経
�
巻
上
︑
第
十
一
願
︵
康
僧
鎧
訳
︶
⁝
⁝
�
設
我
得
佛
︑
國
中
人

天
︑
不
住
定
聚
︑
必
至
滅
度
者
︑
不
取
正
覺
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
一
二
巻
︑
二
六
八

上
︶

(
�
)
�
十
住
毘
婆
沙
論
�
第
五
巻
易
行
品
︵
龍
樹
造

鳩
摩
羅
什
訳
︶
⁝
⁝
�
是
故
若

諸
佛
所
説
有
易
行
道
疾
得
至
阿
惟
越
致
地
方
便
者
︒
願
爲
説
之
︒
答
曰
︒
如
汝
所

説
是
儜
弱
怯
劣
無
有
大
心
︒
非
是
丈
夫
志
幹
之
言
也
︒
何
以
故
︒
若
人
發
願
欲
求

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
︒
未
得
阿
惟
越
致
︒
於
其
中
間
應
不
惜
身
命
︒
晝
夜
精
進

如
救
頭
燃
︒
如
助
道
中
説
菩
薩
未
得
至

阿
惟
越
致
地

應
常
勤
精
進

猶
如
救
頭

燃

荷
負
於
重
擔

爲
求
菩
提
故

常
應
勤
精
進

不
生
懈
怠
心

若
求
聲
聞
乘

辟
支

佛
乘
者

但
爲
成
己
利

常
應
勤
精
進

何
況
於
菩
薩

自
度
亦
度
彼

於
此
二
乘
人

億
倍
應
精
進

行
大
乘
者
佛
如
是
説
︒
發
願
求
佛
道
︒
重
於
擧
三
千
大
千
世
界
︒

汝
言
阿
惟
越
致
地
是
法
甚
難
久
乃
可
得
︒
若
有
易
行
道
疾
得
至
阿
惟
越
致
地
者
︒

是
乃
怯
弱
下
劣
之
言
︒
非
是
大
人
志
幹
之
説
︒
汝
若
必
欲
聞
此
方
便
今
當
説
之
︒

佛
法
有
無
量
門
︒
如
世
間
道
有
難
有
易
︒
陸
道
歩
行
則
苦
︒
水
道
乘
船
則
樂
︒
菩

薩
道
亦
如
是
︒
或
有
勤
行
精
進
︒
或
有
以
信
方
便
易
行
疾
至
阿
惟
越
致
者
	
�
大

正
蔵
�
第
二
六
巻
︑
四
一
上
︱
中
︶

た
だ
し
こ
れ
は
�
論
註
�
か
ら
の
引
用
で
あ
る
︒

�
論
註
�
⁝
⁝
�
菩
薩
求
阿
毘
跋
致
有
二
種
道
︒
一
者
難
行
道
︑
二
者
易
行
道
︒

難
行
道
者
︑
謂
於
五
濁
之
世
於
無
佛
時
求
阿
毘
跋
致
爲
難
︒
此
難
乃
有
多
途
︒
粗

言
五
三
以
示
義
意
︒
一
者
外
道
相
修
漿
反
善
亂
菩
薩
法
︒
二
者
聲
聞
自
利
障
大
慈

悲
︒
三
者
無
顧
惡
人
破
他
勝
徳
︒
四
者
顚
倒
善
果
能
壞
梵
行
︒
五
者
唯
是
自
力
無

他
力
持
︒
如
斯
等
事
觸
目
皆
是
︒
譬
如
陸
路
歩
行
則
苦
︒
易
行
道
者
︑
謂
但
以
信

佛
因
縁
願
生
淨
土
︒
乘
佛
願
力
便
得
往
生
彼
清
淨
土
︒
佛
力
住
持
即
入
大
乘
正
定

之
聚
︒
正
定
即
是
阿
毘
跋
致
︒
譬
如
水
路
乘
船
則
樂
	︵
�
大
正
蔵
�
第
四
〇
巻
︑

八
二
六
上
︶

(
�
)
�
略
論
安
楽
浄
土
義
�
⁝
⁝
�
一
切
萬
法
皆
有
自
力
他
力
自
攝
他
攝
︒
千
開
萬

閉
無
量
無
邊
	︵
�
大
正
蔵
�
第
四
七
巻
︑
二
中
︶

な
お
︑
第
二
大
門
第
三
の
広
施
問
答
に
は
こ
の
�
略
論
安
楽
浄
土
義
�
の
文
章
が

そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
︵
�
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
�

第
五
号
︑
二
三
頁
︶︒

(
�
)
�
論
註
�
⁝
⁝
�
又
如
劣
夫
跨
驢
不
上
︒
從
轉
輪
王
行
便
乘
虚
空
遊
四
天
下
無

所
障
礙
︒
如
是
等
名
爲
他
力
︒
愚
哉
後
之
學
者
聞
他
力
可
乘
當
生
信
心
︒
勿
自
局

分
也
	︵
�
大
正
蔵
�
第
四
〇
巻
︑
八
四
四
上
︶

ま
た
劣
夫
の
譬
え
は
第
二
大
門
︵
�
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
�

第
五
号
︑
二
三
頁
︶
に
も
出
る
︒

(
�
)
�
無
量
寿
経
�
四
八
願
全
体
の
取
意
︒

(
�
)
�
大
智
度
論
�
巻
第
五
︵
鳩
摩
羅
什
訳
︶
⁝
⁝
�
劫
義
佛
譬
喩
説
︒
四
千
里
石

山
有
長
壽
人
︑
百
歳
過
持
細
軟
衣
一
來
拂
拭
︒
令
是
大
石
山
盡
︑
劫
故
未
盡
	

︵
�
大
正
蔵
�
第
二
五
巻
︑
一
〇
〇
下
︶

�
同
�
巻
第
三
八
⁝
⁝
�
有
方
百
由
旬
城
溢
滿
芥
子
︑
有
長
壽
人
過
百
歳
持
一
芥

子
去
︑
芥
子
都
盡
劫
猶
不
澌
︒
又
如
方
百
由
旬
石
︑
有
人
百
歳
持
迦
尸
輕
軟
疊
衣

一
來
拂
之
石
盡
劫
猶
不
澌
︒
時
中
最
小
者
六
十
念
中
之
一
念
︒
大
時
名
劫
︒
劫
有

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
六
号

一
四



二
種
︑
一
爲
大
劫
︑
二
爲
小
劫
︒
大
劫
者
如
上
譬
喩
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
二
五
巻
︑

三
三
九
中
︶

(
�
)

最
も
重
い
阿
鼻
地
獄
よ
り
軽
い
地
獄
の
総
称
︒

�
法
苑
珠
林
�
巻
第
七
一
四
生
篇
⁝
⁝
�
又
如
輕
繫
獄
中
得
具
冷
煖
二
風
︒
更
互

觸
身
亦
名
段
食
︒
唯
上
二
界
無
有
段
食
︒
以
彼
身
輕
妙
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
五
三
巻
︑

八
三
一
中
︶

�
同
�
巻
第
八
七
受
戒
篇
⁝
⁝
�
如
薩
婆
多
論
云
︒
趣
通
五
道
皆
得
三
歸
︑
除
重

地
獄
︒
自
外
山
間
樹
下
空
野
海
邊
輕
繫
地
獄
︒
皆
得
成
歸
︑
無
受
戒
法
	︵
�
大
正

蔵
�
第
五
三
巻
︑
九
二
六
中
︶

(
�
)
�
大
智
度
論
�
巻
第
一
六
︵
鳩
摩
羅
什
訳
︶
⁝
⁝
�
菩
薩
得
天
眼
觀
衆
生
輪
轉

五
道
迴
旋
其
中
︒
天
中
死
人
中
生
︑
人
中
死
天
中
生
︑
天
中
死
生
地
獄
中
︑
地
獄

中
死
生
天
上
︑
天
上
死
生
餓
鬼
中
︑
餓
鬼
中
死
還
生
天
上
︑
天
上
死
生
畜
生
中
︑

畜
生
中
死
生
天
上
︑
天
上
死
還
生
天
上
地
獄
餓
鬼
畜
生
亦
如
是
欲
界
中
死
色
界
中

生
︒
色
界
中
死
欲
界
中
生
︑
欲
界
中
死
無
色
界
中
生
︑
無
色
界
中
死
欲
界
中
生
︑

欲
界
中
死
欲
界
中
生
︑
色
界
無
色
界
亦
如
是
︒
活
地
獄
中
死
黒
繩
地
獄
中
生
︑
黒

繩
地
獄
中
死
活
地
獄
中
生
︑
活
地
獄
中
死
還
生
活
地
獄
中
︑
合
會
地
獄
乃
至
阿
鼻

地
獄
亦
如
是
︒
炭
坑
地
獄
中
死
︑
沸
屎
地
獄
中
生
︑
沸
屎
地
獄
中
死
︑
炭
坑
地
獄

中
生
︑
炭
坑
地
獄
中
死
︑
還
生
炭
坑
地
獄
中
︑
燒
林
地
獄
乃
至
摩
訶
波
頭
摩
地
獄

亦
如
是
︒
展
轉
生
其
中
︒
卵
生
中
死
胎
生
中
生
︑
胎
生
中
死
卵
生
中
生
︑
卵
生
中

死
還
生
卵
生
中
︑
胎
生
濕
生
化
生
亦
如
是
︒
閻
浮
提
中
死
弗
婆
提
中
生
︑
弗
婆
提

中
死
閻
浮
提
中
生
︑
閻
浮
提
中
死
還
生
閻
浮
提
中
︑
劬
陀
尼
鬱
怛
羅
越
亦
如
是
︒

四
天
處
死
三
十
三
天
中
生
︑
三
十
三
天
中
死
四
天
處
生
︑
四
天
處
死
還
生
四
天
處
︑

三
十
三
天
乃
至
他
化
自
在
天
亦
如
是
︒
梵
衆
天
中
死
梵
輔
天
中
生
︑
梵
輔
天
中
死

梵
衆
天
中
生
︒
梵
衆
天
中
死
還
生
梵
衆
天
中
︑
梵
輔
天
少
光
天
無
量
光
光
音
少
淨

無
量
淨
遍
淨
何
那
跋
羅
伽
得
生
︒
大
果
虚
空
處
︑
識
處
︑
無
所
有
處
︑
非
有
想
非

無
想
處
︑
亦
如
是
︒
非
有
想
非
無
想
天
中
死
阿
鼻
地
獄
中
生
︒
如
是
展
轉
生
五
道

中
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
二
五
巻
︑
一
七
五
中
︶

(
10
)
�
正
法
念
処
経
�
巻
第
二
八
観
天
品
︵
瞿
曇
般
若
流
支
訳
︶
⁝
⁝
�
生
於
天
中

樂
著
放
逸

不
覺
退
沒

死
相
既
至

汝
當
自
知

於
天
中
退

受
大
苦
惱

爲
癡
所
害

放
逸
所
誑

諸
天
渇
愛

墮
於
地
獄

戲
樂
自
誑

墮
於
地
獄

受
天
樂
已

後
受
大
苦

爲
心
所
惑

不
厭
生
死

爲
愛
所
欺

從
苦
入
苦
︒
比
丘
如
是
以
是
偈
頌
︒
呵
責
放

逸
諸
天
子
等
︒
貪
於
五
欲
︒
不
知
厭
足
︒
如
火
得
薪
︒
乃
至
愛
善
業
盡
︒
從
天
還

退
︒
隨
業
流
轉
︒
墮
於
地
獄
餓
鬼
畜
生
	︵
�
大
正
蔵
�
第
一
七
巻
︑
一
六
〇
上
︱

中
︶

(11
)
�
大
般
涅
槃
経
�
巻
第
二
壽
命
品
第
一
之
二
︵
曇
無
讖
訳
︶
⁝
⁝
�
此
身
苦
所

集
︑
一
切
皆
不
淨
︒
扼
縛
癰
瘡
等
︑
根
本
無
義
利
︒
上
至
諸
天
身
︑
皆
亦
復
如

是
	︵
�
大
正
蔵
�
第
一
二
巻
︑
三
七
三
中
︶

(12
)
�
大
般
涅
槃
経
�
巻
第
二
四
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
四
︵
曇
無
讖

訳
︶
⁝
⁝
�
云
何
根
深
難
可
傾
拔
︒
所
言
根
者
名
不
放
逸
︒
不
放
逸
者
爲
是
何
根
︑

所
謂
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
根
︒
善
男
子
︑
一
切
諸
佛
諸
善
根
本
皆
不
放
逸
︒
不

放
逸
故
諸
餘
善
根
轉
轉
増
長
︒
以
能
増
長
諸
善
根
故
︑
於
諸
善
中
最
爲
殊
勝
︒
善

男
子
︑
如
諸
跡
中
象
跡
爲
上
︑
不
放
逸
法
亦
復
如
是
︑
於
諸
善
法
最
爲
殊
勝
︒
善

男
子
︑
如
諸
明
中
日
光
爲
最
︑
不
放
逸
法
亦
復
如
是
︑
於
諸
善
法
最
爲
殊
勝
︒
善

男
子
︑
如
諸
王
中
轉
輪
聖
王
爲
最
第
一
︑
不
放
逸
法
亦
復
如
是
︑
於
諸
善
法
爲
最

第
一
︒
善
男
子
︑
如
諸
流
中
四
河
爲
最
︑
不
放
逸
法
亦
復
如
是
︑
於
諸
善
法
爲
上

爲
最
︒
善
男
子
︑
如
諸
山
中
須
彌
山
王
爲
最
第
一
︑
不
放
逸
法
亦
復
如
是
︑
於
諸

善
法
爲
最
第
一
	︵
�
大
正
蔵
�
第
一
二
巻
︑
五
〇
六
中
︶

(13
)
�
大
般
涅
槃
経
�
巻
第
二
二
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
︵
曇
無
讖
訳
︶
⁝
⁝

�
復
次
善
男
子
︑
菩
薩
摩
訶
薩
観
諸
衆
生
︑
為
色
香
味
触
因
縁
故
︑
従
昔
無
数
無

量
劫
来
常
受
苦
悩
︒
一
一
衆
生
一
劫
之
中
所
積
身
骨
︑
如
王
舎
城
毘
富
羅
山
︒
所

飲
乳
汁
︑
如
四
海
水
︒
身
所
出
血
︑
多
四
海
水
︒
父
母
兄
弟
妻
子
眷
属
︑
命
終
哭

泣
所
出
目
涙
︑
多
四
大
海
︒
尽
地
草
木
為
四
寸
籌
︑
以
数
父
母
︑
亦
不
能
尽
︒
無

量
劫
来
︑
或
在
地
獄
畜
生
餓
鬼
︑
所
受
行
苦
不
可
称
計
	︵
�
大
正
蔵
�
第
一
二
巻
︑

四
九
六
中
︶

(14
)
�
妙
法
蓮
華
経
�
巻
第
三
化
城
喩
品
第
七
︵
鳩
摩
羅
什
訳
︶
の
取
意
︵
�
大
正

蔵
�
第
九
巻
二
二
︱
二
五
︶︒
特
に
以
下
の
部
分
が
該
当
す
る
︒

�
佛
告
諸
比
丘
︒
乃
往
過
去
無
量
無
邊
不
可
思
議
阿
僧
祇
劫
︑
爾
時
有
佛
︒
名
大

通
智
勝
如
來
應
供
正
遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
佛
世

�
安
楽
集
�
訳
註
︵
三
︶
第
三
大
門
︵
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
宏
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
︶

一
五



尊
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
九
巻
︑
二
二
上
︶

�
是
時
十
六
菩
薩
沙
彌
︑
知
佛
入
室
寂
然
禪
定
︑
各
昇
法
座
︒
亦
於
八
萬
四
千
劫
︑

爲
四
部
衆
廣
説
分
別
妙
法
華
經
︒
一
一
皆
度
六
百
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
等
衆
生
示

教
利
喜
︑
令
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
︒
大
通
智
勝
佛
︑
過
八
萬
四
千
劫
已
︑

從
三
昧
起
︑
往
詣
法
座
安
詳
而
坐
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
九
巻
︑
二
五
中
︶

(
15
)
�
同
�
⁝
⁝
�
譬
如
三
千
大
千
世
界
所
有
地
種
︑
假
使
有
人
磨
以
爲
墨
︒
過
於

東
方
千
國
土
乃
下
一
點
︑
大
如
微
塵
︒
又
過
千
國
土
復
下
一
點
︒
如
是
展
轉
盡
地

種
墨
︒
於
汝
等
意
云
何
︑
是
諸
國
土
︑
若
算
師
若
算
師
弟
子
︑
能
得
邊
際
知
其
數

不
︒
不
也
世
尊
︒
諸
比
丘
︑
是
人
所
經
國
土
︑
若
點
不
點
︑
盡
末
爲
塵
一
塵
一
劫
︒

彼
佛
滅
度
已
來
復
過
是
數
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
九
巻
︑
二
二
上
︱
中
︶

�
同
�
⁝
⁝
�
爾
時
所
化
無
量
恒
河
沙
等
衆
生
者
︒
汝
等
諸
比
丘
及
我
滅
度
後
未

來
世
中
聲
聞
弟
子
是
也
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
九
巻
︑
二
五
下
︶

(
16
)
�
同
�
⁝
⁝
�
以
是
本
因
縁

今
説
法
華
經
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
九
巻
︑
二
六
下
︶

(
17
)
�
大
般
涅
槃
経
�
巻
第
八
如
来
性
品
第
四
之
五
︵
曇
無
讖
訳
︶
⁝
⁝
�
一
是
王

子
︑
一
是
貧
賤
︑
如
是
二
人
互
相
往
返
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
一
二
巻
︑
四
一
二
中
︶

(
18
)

一
辺
が
八
肘
の
正
方
形
︑
あ
る
い
は
直
径
が
八
肘
の
円
の
こ
と
か
︒

(
19
)
�
最
勝
問
菩
薩
十
住
除
垢
断
結
経
�
︵
竺
佛
念
訳
︶
⁝
⁝
�
猶
如
辟
方
八
肘
虚
空

上
下
倶
等
無
空
缺
處
︑
算
計
其
中
無
形
衆
生
︑
與
四
天
下
衆
生
共
等
	︵
�
大
正

蔵
�
第
十
巻
︑
一
〇
〇
二
中
︶

(
20
)
�
五
苦
章
句
経
�
︵
竺
曇
無
蘭
訳
︶
⁝
⁝
�
三
惡
道
者
︑
是
一
切
衆
生
之
家
︒
暫

得
爲
人
︑
暫
得
爲
天
︒
譬
如
作
客
日
少
︑
歸
家
日
多
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
一
七
巻
︑

五
四
四
中
︶

(
21
)
�
勸
一
切
衆
生
常
須
繫
念
現
前
	
の
箇
所
を
引
用
と
み
る
場
合
は

�
大
荘
厳
論
経
�
︵
馬
鳴
造

鳩
摩
羅
什
訳
︶
⁝
⁝
�
繫
心
�
無
漏
︑
非
苦
所
能
修
︒

地
獄
中
苦
惱
︑
無
有
暫
樂
心
︒
尚
無
暫
樂
心
︑
云
何
得
繫
念
︒
以
無
繫
念
故
︑
不

得
�
無
漏
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
四
巻
︑
二
七
二
上
︶

(
22
)
�
同
�
⁝
⁝
�
盛
年
無
患
時
︑
懈
怠
不
精
進
︒
但
營
衆
事
務
︑
不
修
施
戒
禪
︒

後
遭
重
病
疾
︑
諸
根
如
火
然
︒
臨
爲
死
所
呑
︑
方
悔
求
修
善
︵
�
大
正
蔵
�
第
四

巻
︑
二
七
一
下
︶

�
同
�
⁝
⁝
�
智
者
應
繫
念
︑
除
破
五
欲
想
︒
精
勤
執
心
者
︑
終
時
無
悔
恨
︒
心

意
既
專
至
︑
無
有
錯
亂
念
︒
智
者
勤
捉
心
︑
臨
終
意
不
散
︒
專
精
於
境
界
︒
不
習

心
專
至
︑
臨
終
必
散
亂
︒
心
若
散
亂
者
︑
如
調
馬
用
磑
︒
若
其
鬥
戰
時
︑
迴
旋
不

直
行
	︵
�
大
正
蔵
�
第
四
巻
︑
三
〇
二
下
︶

(23
)
�
大
方
等
大
集
経
�
巻
第
五
五
月
藏
分
第
十
二
分
布
閻
浮
提
品
第
十
七
︵
曇
無

讖
訳
︶
⁝
⁝
�
於
我
滅
後
五
百
年
中
︒
諸
比
丘
等
︒
猶
於
我
法
解
脱
堅
固
︒
次
五

百
年
我
之
正
法
禪
定
三
昧
得
住
堅
固
︒
次
五
百
年
讀
誦
多
聞
得
住
堅
固
︒
次
五
百

年
於
我
法
中
多
造
塔
寺
得
住
堅
固
︒
次
五
百
年
於
我
法
中
鬪
諍
言
頌
白
法
隱
沒
損

減
堅
固
︒
了
知
清
淨
士
︒
從
是
以
後
於
我
法
中
︒
雖
復
剃
除
鬚
髮
身
著
袈
裟
︒
毀

破
禁
戒
行
不
如
法
假
名
比
丘
	︵
�
大
正
蔵
�
第
一
三
巻
︑
三
六
三
中
︶

(24
)
�
無
量
寿
経
�
十
八
願
と
�
観
無
量
寿
経
�
下
下
品
の
取
意
︒

�
無
量
寿
経
�︵
康
僧
鎧
訳
︶
⁝
⁝
�
設
我
得
佛
︑
十
方
衆
生
至
心
信
樂
︑
欲
生

我
國
乃
至
十
念
︑
若
不
生
者
不
取
正
覺
︒
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
	︵
�
大
正
蔵
�
第

一
二
巻
︑
二
六
八
上
︶

�
観
無
量
寿
経
�︵
畺
良
耶
舍
訳
︶
下
下
品
⁝
⁝
�
或
有
衆
生
︑
作
不
善
業
五
逆

十
惡
︑
具
諸
不
善
︒
如
此
愚
人
以
惡
業
故
︑
應
墮
惡
道
︑
經
歴
多
劫
受
苦
無
窮
︒

如
此
愚
人
臨
命
終
時
︑
遇
善
知
識
種
種
安
慰
爲
説
妙
法
教
令
念
佛
︒
彼
人
苦
逼
不

遑
念
佛
︒
善
友
告
言
︒
汝
若
不
能
念
彼
佛
者
︑
應
稱
歸
命
無
量
壽
佛
︒
如
是
至
心

令
聲
不
絶
︑
具
足
十
念
稱
南
無
阿
彌
陀
佛
︒
稱
佛
名
故
︑
於
念
念
中
︑
除
八
十
億

劫
生
死
之
罪
︒
命
終
之
時
見
金
蓮
花
猶
如
日
輪
住
其
人
前
︒
如
一
念
頃
即
得
往
生

極
樂
世
界
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
一
二
巻
︑
三
四
六
上
︶

(25
)
�
観
仏
三
昧
海
経
�
巻
第
九
本
行
品
︵
佛
陀
跋
陀
羅
訳
︶
⁝
⁝
�
爾
時
財
首
菩

薩
白
佛
言
︒
世
尊
︑
我
念
過
去
無
量
世
時
︑
有
佛
世
尊
亦
名
釋
迦
牟
尼
︒
彼
佛
滅

後
有
一
王
子
名
曰
金
幢
︑
憍
慢
邪
見
不
信
正
法
︒
知
識
比
丘
名
定
自
在
︑
告
王
子

言
︒
世
有
佛
像
衆
寶
嚴
飾
極
爲
可
愛
︒
可
暫
入
塔
觀
佛
形
像
︒
時
彼
王
子
︑
隨
善

友
語
入
塔
觀
像
︒
見
像
相
好
白
言
比
丘
︒
佛
像
端
嚴
猶
尚
如
此
︑
況
佛
眞
身
︒
作

是
語
已
比
丘
告
言
︒
汝
今
見
像
若
不
能
禮
者
︑
當
稱
南
無
佛
︒
是
時
王
子
合
掌
恭

敬
稱
南
無
佛
︒
還
宮
係
念
念
塔
中
像
︒
即
於
後
夜
夢
見
佛
像
︒
見
佛
像
故
心
大
歡

喜
︑
捨
離
邪
見
歸
依
三
寶
︒
隨
壽
命
終
︑
由
前
入
塔
稱
南
無
佛
因
縁
功
徳
︑
恒
得

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
六
号

一
六



値
遇
九
百
萬
億
那
由
他
佛
︒
於
諸
佛
所
常
勤
精
進
︑
逮
得
甚
深
念
佛
三
昧
︒
三
昧

力
故
諸
佛
現
前
爲
其
授
記
︒
從
是
以
來
百
萬
阿
僧
祇
劫
不
墮
惡
道
︑
乃
至
今
日
獲

得
甚
深
首
楞
嚴
三
昧
︒
爾
時
王
子
今
我
財
首
是
也
︒
如
是
等
諸
大
菩
薩
其
數
無
量
︒

各
説
本
縁
依
念
佛
得
︑
如
本
生
經
説
︒
︵
�
大
正
蔵
�
第
一
五
巻
︑
六
八
九
上
︱

中
︶

(
26
)
�
観
仏
三
昧
海
経
�
巻
第
九
本
行
品
︵
佛
陀
跋
陀
羅
訳
︶
⁝
⁝
�
佛
告
阿
難
︒

此
觀
佛
三
昧
︑
是
一
切
衆
生
犯
罪
者
藥
︑
破
戒
者
護
︒
失
道
者
導
︑
盲
冥
者
眼
︑

愚
癡
者
�
︑
黒
闇
者
燈
︑
煩
惱
賊
中
是
勇
健
將
︑
諸
佛
世
尊
之
所
遊
戲
︑
首
楞
嚴

等
諸
大
三
昧
始
出
生
處
︒
佛
告
阿
難
︒
汝
今
善
持
愼
勿
忘
失
︒
過
去
未
來
三
世
諸

佛
︒
是
諸
世
尊
皆
説
如
是
念
佛
三
昧
︒
我
與
賢
劫
諸
大
菩
薩
︑
因
是
念
佛
三
昧
力

故
︑
得
一
切
智
威
神
自
在
	
︵
�
大
正
蔵
�
第
一
五
巻
︑
六
八
九
下
︶

(
27
)
�
目
連
所
問
経
�
に
該
当
箇
所
な
し
︒

�
無
量
寿
経
�
巻
下
︵
康
僧
鎧
訳
︶
⁝
⁝
�
必
得
超
絶
去
︑
往
生
安
養
國
︒
横
截

五
惡
趣
︑
惡
趣
自
然
閉
︒
昇
道
無
窮
極
︒
易
往
而
無
人
︒
︵
�
大
正
蔵
�
第
一
二
巻
︑

二
七
四
中
︶

︵
さ
い
と
う

た
か
の
ぶ

研
究
員
︑
仏
教
学
部
特
別
任
用
教
授
︶

︵
そ
わ

よ
し
ひ
ろ

研
究
員
︑
仏
教
学
部
教
授
︶

︵
か
と
う

ひ
ろ
た
か

嘱
託
研
究
員
︑
非
常
勤
講
師
︶

︵
な
が
た

ま
さ
た
か

嘱
託
研
究
員
︑
佛
教
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
︶

︵
お
が
わ

ほ
う
ど
う

学
術
研
究
員
︑
佛
教
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
︶

�
安
楽
集
�
訳
註
︵
三
︶
第
三
大
門
︵
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
宏
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
︶

一
七


